
都道府県番号 ２

都道府県名 青 森 県

【 ① ﾚ ② ﾚ ③ 】
Ⅰ 学校名及び規模

学校名 平賀町立平賀西中学校

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教員数

学級数 ５ ４ ４ １ １４
２４

生徒数 １３８ １３９ １３６ ３ ４１６

Ⅱ 研究の概要

（１） 研究主題

一人一人が生き生きと学ぶ指導法の研究

― 確かな学力の向上を目指した指導方法・指導体制の工夫と改善 ―

（２） 研究主題設定の趣旨

「一人一人が生き生きと学ぶ」授業（学習指導）とは，授業者が学習者の知りたい欲求を
引き出し，価値ある課題として高め，その課題追求の過程において，一人一人に学ぶことの
喜びを味わわせる授業（学習指導）である，と定義した。これは，学力を多面的にとらえた
新学習指導要領のねらい「確かな学力」に強く結びつくものと考える。
今年度は，個に応じた指導のための教材開発に努めるとともに，指導方法・体制の工夫・

改善にも重点を置き研究を進めることとした。

Ⅲ 研究の概要

（１） 研究推進体制の工夫

① 研修推進委員会の特設化

研究の中核となる研修推進委員会を特設委員会として設置している。構成メンバーは，研
修主任（１年 ，学習指導部長（２年 ，副研修主任（３年 ，教務主任，教頭の５名である。） ） ）
各学年にメンバーを配置することにより，研究の円滑化を図った。また，学校運営における
全体的な視点から研究を進めていけるよう，教頭，教務主任も加わっている。

② 授業研究会の充実

研修推進委員会によって決められた研究方針が，学習指導部会（教科部会）において具体
化され，個人の研究実践に結びついていく。研究の要はやはり授業改善にあると考え，学習
指導案に基づき，全員が年１回の研究授業を実施した。教科部会員を中心とした参観者と話
し合いをもち，指導力の向上を図った。

③ 町の事業との連携

町内小・中学校における児童生徒の基礎学力定着を目指した取り組み 「平賀町学力向上，
推進事業」とも連携を図り，研修を進めている。この事業は次の三つを中心に展開している。

ア「基礎学力向上推進事業」…計算力や漢字能力向上のための教材開発とその活用
イ「学力実態調査研究事業」…標準学力検査（小４～中３）の実施と分析
ウ「学習支援員派遣事業」 …町雇用の学習支援員による学習支援



（２）研究の実際

① 個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制の充実

前期（４月～１０月）と後期（１１月～３月）の二期に分けて，次のような指導方法・指
導体制を試みた。前・後期とも対象は，２・３年生の数学と英語。指導者は，数学５人（町
派遣学習支援員含む ，英語５人（ＡＬＴと町派遣学習支援員含む 。） ）

１組 ２組 ３組 ４組 《 前期 》
○内容…４学級を６つの学習クラスで

↓ ↓ 機械的に編制。ＴＴを含めた
少人数学習を展開した。

Ａ組 Ｂ組 Ｃ組 Ｄ組 Ｅ組 Ｆ組

（ ） （ ）１クラス２０人程度 １クラス２０人程度
《 後期 》

○内容…１組～４組までの４クラス
↓ ↓ ↓ ↓ （他教科と同じ学習クラス 。）

学習内容等を踏まえ，学級内
１組 ２組 ３組 ４組 での習熟度別学習を実験的に

数度試みている。
＊「指導の実際」に展開例

② 個に応じた指導のための教材開発

町「基礎学力向上推進事業」の一環として，計算力や漢字能力向上のための教材開発に努め
た。これは「学習ノート」として町内すべての小中学校に配布される。本校では２５分間のド
リルタイムを設定し，これを活用する。
また，個に応じたきめ細かな学習指導が展開できるよう，発展的学習や補充的学習に即した
教材開発に力を入れて取り組んだ。

③ 指導の実際 －学級内における習熟度別学習の試み（３年数学）－

ア 指導体制の工夫について 〈習熟度別学習を試みた３年数学の授業〉

単元の終了時点で単元テストを行い，それをも
とに習熟別（３コース）に分けて発展的・補充的
な学習を実施した。

， ，単元テストの問題は 評価規準に即して作成し
コース分けも評価規準をもとに作成した〈到達度
診断票〉を使った。生徒自身が学習の習熟度をチ
ェックし，基礎コース・標準コース・発展コース
を自己選択するのである。
自己診断する際，正誤のみにとらわれず過程を

重視するように指導し，コース選択が適切にでき
るよう配慮した。
授業後半では一斉学習の形態をとり，解説を加

え理解の定着に努めた。
教師２名のＴＴで行い，前半はＴ が基礎コースと標準コース，Ｔ が発展コースを担当。１ ２

後半はＴ が基礎コース、Ｔ が標準と発展コースを担当した。１ ２

イ 学習内容について（教材の実際と活用）

ワークシートを用いて，習熟度に合わせ段階的な学習ができるよう工夫した。発展コースは
自分の力で「問題作り」に挑戦する。基礎コース・標準コースは同じワークシートを使用。基
礎コースはワークシートの前半部分に取り組み，十分な理解が得られた生徒は後半部分にも取
り組む。その際，教師は個別指導にあたり，基礎・基本の補充に努めた。標準コースはワ－ク
シート全部に取り組む。十分な理解が得られた生徒には「問題作り」にも挑戦させた。



〈到達度診断票の一部〉 〈ワークシートの実際〉

（３） 研究の成果と課題

《 成果 》
① 生徒対象の「学習アンケート調査」の結果では，約７０％の生徒が「授業内容はよくわ
かる（わかる 」と回答している。これは 「学習課題の明確化 「教材の工夫」等を意識） ， 」
した授業づくりが行われた成果と考える。
② 少人数学習や，学級内での習熟度別学習を取り入れた授業を「わかりやすい 「もっと」
やってみたい」という声が多い。わかる喜びや楽しさが，次の学習へとつながる連続的な
流れが出てきた。
③ 教材開発においては，上記のような指導と評価を一体化しようとするワークシート，習
熟度に即した複数の教材プリントの作成が積極的に行われるようになった。

《 課題 》
① どの単元でどのような学習形態が有効であるのか，またクラス編成はどうあればよいか
等，効果的な習熟度別学習のあり方。
② 「どの力をつけるために必要なのか」を明らかにした教材の開発。
③ 生徒の学習状況や学習スタイル等を適切につかみ，それを指導に生かす評価の研究。

（４） 研究成果の普及の方策

① 研修会等における説明… 中南事務所管内校長協議会，中南事務所管内教務主任研修会，
町内学校間連携学習指導研究会等における発表

② 南地方中学校研究会における実践発表

③ ＨＰ作成（ ）http://www.town.hiraka.aomori.jp/edu/jrh_nishi/index.html

④ 実践事例集の発行（中南事務所管内における研究指定校合同事例集）

⑤ 公開発表… 平成１６年１０月２７日（水）に予定



（５） その他

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ﾚ １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級

ﾚ １３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 ﾚ 少人数指導 ﾚ Ｔ．Ｔによる指導

その他
【研究教科】

国語 社会 ﾚ 数学 理科

ﾚ 外国語 音楽 美術 技術・家庭

保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ﾚ 有 無

【特色ある取組事例として紹介したいポイント】
「 」 、児童生徒の基礎学力向上を目指した町の 基礎学力向上推進事業 とも連携を図り

町派遣学習支援員をも含めたＴ・Ｔや少人数指導を展開。また、発展、標準、基礎の
３つのコース別学習を取り入れ、自ら学び自ら考える力をはぐくむ個に応じた指導に
関する取組もなされている。個に応じたきめ細かな学習を展開すべく、発展的学習や
補充的学習に即した教材開発にも力を入れている。


	Ⅰ 学校名及び規模
	Ⅱ 研究の概要
	Ⅲ 研究の概要

